
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカユニットを内蔵した一対のヘッドホンユニットと、
　これらヘッドホンユニットを連結するヘッドバンドと、
　このヘッドバンドの内側に位置してヘッドホンユニットに設けられたヘッドパッドと、
　
　供給電流を供給する電源部とを備え、
　少なくとも一方のヘッドホンユニットには、頭部に装着された状態で偏位するヘッドパ
ッドによって、ＯＮ・ＯＦＦ状態に切り換えられる電源スイッチを備えたことを特徴とす
るヘッドホン装置。
【請求項２】
　ヘッドパッドは、弾条体と、この弾条体の両端部にそれぞれ連結されたベルト部とを備
えて構成された請求項１に記載のヘッドホン装置。
【請求項３】
　ヘッドパッドは、ベルト部と、このベルト部の先端部に取り付けられた板バネとを備え
て構成されたことを特徴とする請求項１に記載のヘッドホン装置。
【請求項４】
　ヘッドパッドは、ベルト部と、このベルトの両端部に連結されてヘッドバンドの内部に
収納された弾条体とを備えて構成されたことを特徴とする請求項１に記載のヘッドホン装
置。
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【請求項５】
　電源スイッチは、プッシュ型が用いられたことを特徴とする請求項２乃至請求項４のい
ずれか１項に記載のヘッドホン装置。
【請求項６】
　電源スイッチは、第１の電極部と、この第１の電極部と対応する位置に取り付けられた
第２の電極部とを備えて構成されることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載のヘッ
ドホン装置。
【請求項７】
　電源スイッチは、スライド型が用いられたことを特徴とする請求項４に記載のヘッドホ
ン装置。
【請求項８】
　電源スイッチは、位置検出型が用いられたことを特徴とする請求項４に記載のヘッドホ
ン装置。
【請求項９】
　位置検出型の電源スイッチは、フォトセンサが組み込まれたことを特徴とする請求項８
に記載のヘッドホン装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、電源部からの供給電流を供給状態や停止状態に切り換える電源スイッチを具備
した使用時に頭部に装着されるヘッドホン装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ヘッドホン装置には、携帯型記録再生装置の再生音を電波で受信する受信部を内蔵したヘ
ッドホンプラグが必要ないワイヤレスヘッドホン装置がある。
【０００３】
このヘッドホン装置は、スピーカユニットが内蔵された一対のハウジングと、このハウジ
ングを揺動自在に支持する一対のヘッドホンユニットと、これらヘッドホンユニットを連
結する逆Ｕ字状のヘッドバンドとを備えて構成され、ヘッドホンユニットに手動式の電源
スイッチが取り付けられていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように構成されるヘッドホン装置であるが、電源スイッチが手動式であるために
ＯＮ・ＯＦＦ状態の切り換え操作が煩わしく、頭部から脱離して使用しない場合に供給電
流の切り忘れが発生し、ヘッドホンユニットに内蔵された電池の無駄な消耗を招くといっ
た問題点があった。
【０００５】
この問題点を解決するヘッドホン装置としては、頭部への装着及び非装着を検出する光セ
ンサをハウジングに設けて電源スイッチのＯＮ・ＯＦＦ状態の切り換えを行うものが考え
られる。
【０００６】
しかしながら、このヘッドホン装置は、光センサで検出した検出信号を制御する検出制御
部が必要となり、ハウジングの外形が大きくなり、装置全体が大型化、重量化するといっ
た問題点も生じる。
【０００７】
また、他のヘッドホン装置としては、頭部に装着したときに生じる側圧によって電源部ス
イッチのＯＮ・ＯＦＦ状態の切り換えを行うものが考えられる。
【０００８】
しかしながら、このヘッドホン装置は、電源スイッチのＯＮ・ＯＦＦ状態の切り換えがで
きるようにヘッドバンドの曲げ強さや撓み量を設定すると、ヘッドバンドの側圧が強くな
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ってしまう。ヘッドホン装置は、これを使用者が頭部に装着して使用した場合、ヘッドバ
ンドの側圧が強いため、快適な装着感が得られず、長時間に亘って装着することができな
いといった問題点が生じる。
【０００９】
また、ヘッドホン装置は、電源スイッチのＯＮ・ＯＦＦ状態の切り換えと頭部に装着する
際に快適な装着感との両方の条件を満たす側圧を得ようとすると、ヘッドバンドの曲げ強
さや撓み量の設定が極めて難しくなってしまい、電源スイッチが確実に動作されないとい
った問題点があった。
【００１０】
したがって、本発明は、電源部からの供給電流を供給状態や停止状態に切り換え操作の自
動化を可能とするとともに、快適な装着感と長時間の装着とを可能とするヘッドホン装置
を提供することを目的に提案されたものである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成した本発明に係るヘッドホン装置は、スピーカユニットを内蔵した一対
のヘッドホンユニットと、これらヘッドホンユニットを連結するヘッドバンドと、このヘ
ッドバンドの内側に位置してヘッドホンユニットに設けられたヘッドパッドと、

供給電流を供給する電源部とを備える。
【００１２】
少なくとも一方のヘッドホンユニットには、頭部に装着された状態で偏位するヘッドパッ
ドによって、ＯＮ・ＯＦＦ状態に切り換えられる電源スイッチを備える。
【００１３】
【作用】
　以上のように構成された本発明に係るヘッドホン装置においては、頭部に装着された状
態において、ヘッドパッドが偏位によってヘッドバンドに近接され、電源スイッチがＯＮ
状態となり、電源部からの供給電流が供給される。
　

【００１４】
また、このヘッドホン装置は、頭部から脱離された状態において、ヘッドパッドが蓄性さ
れた弾性力によってヘッドバンドから離され、電源スイッチがＯＦＦ状態となり、電源部
からの供給電流が停止される。
【００１５】
【実施例】
以下、本発明の具体的な実施例について、図面を参照して詳細に説明する。本発明の第１
の実施例として示すヘッドホン装置１は、図１乃至図７に示すように、スピーカユニット
６が内蔵された一対のハウジング２と、このハウジング２を揺動自在に支持する左右一対
のヘッドホンユニット３（３Ａ、３Ｂ）と、これらヘッドホンユニット３を連結する逆Ｕ
字状のヘッドバンド４と、このヘッドバンド４の内側に位置してヘッドホンユニット３に
掛け渡された帯状のヘッドパッド５とを備えて構成されている。
【００１６】
ハウジング２は、耳を十分に覆うに足る大きさの略として形成され、この内部にスピカー
ユニット６が内臓されることにより構成されている。また、ハウジング２には、ヘッドホ
ン装置１の使用者の耳を内包するイヤーパッド７が設けられている。
【００１７】
ヘッドホンユニット３は、下方部にハウジング２を揺動自在に支持する逆Ｕ字状のハンガ
ー部８が設けられている。このハンガー部８は、先端部に相対向する位置に図示しないハ
ウジング支持突起が突出して設けられ、このハウジング支持突起がハウジング２に設けら
れる図示しない取付孔に挿入され、ハウジング２を揺動自在に支持する。
【００１８】
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ヘッドホンユニット３は、上方部にヘッドバンド４を固定するヘッドバンド取付部９が設
けられている。また、ヘッドホンユニット３は、内側部にヘッドパッド５の断面外形寸法
よりやや大とされた開口寸法を有する引き出し開口部１０が設けられるとともに、この引
き出し開口部１０の近傍に円盤状の音量操作部２１を外方に臨ませる音量操作用開口部１
１が設けられている。
【００１９】
ヘッドバンド４は、偏平な断面コ字状に形成された内外２つの部材を互いに側壁を突き合
わせるように組み合わせることによって内部に図示しない接続コード収納部を有するよう
に構成されている。このヘッドバンド４は、耐摩耗性、自己潤滑性を有する例えばＰＢＴ
樹脂等の合成樹脂によって成形されて、偏位自在とされている。したがって、ヘッドバン
ド４は、ヘッドホン装置１を頭部に装着して使用する際に、ハウジング２を耳に一定の側
圧で押しつけることによって音響振動の減衰が図られ、ハウジング２の相互の干渉を排除
して良好な音響特性を得ることができる。
【００２０】
ヘッドパッド５は、バネ部材１２の両端部に可撓性を有する帯状のベルト部１３がそれぞ
れ連結され、このバネ部材１２がゴム部材１４で覆われることによって構成され、ベルト
部１３がバネ部材１２によってゴム部材１４の内部に引き込まれるように付勢されている
。ヘッドパッド５は、ベルト部１３の先端平面部がヘッドホンユニット３に設けられた引
き出し開口部１０に傾斜した状態で差し込まれ、ヘッドホンユニット３の引き出し開口部
１０の下方側内壁に固定されている。このヘッドパッド５は、ヘッドホン装置１を頭部に
装着した状態において、バネ部材１２の弾性力に抗してベルト部１３がゴム部材１４から
引き出されてゴム部材１４が頭部に沿って密着する。ヘッドパッド５は、ベルト部１３を
バネ部材１２によって連結したことにより、全体の長さが調整自在であり、頭部から耳ま
での個人差による間隔が調整され、ヘッドホン装置１を頭部に安定した状態で装着するこ
とができる。
【００２１】
ヘッドホンユニット３を構成する右ユニット３Ａは、内部に、ステレオ再生装置等に備え
られる発信ユニットから出力される赤外線信号１５を受信する受信部１６と、電池１７Ａ
が収納される電池ボックス１７とが設けられている。受信部１６は、フォトダイオード等
の受信素子によって構成され、赤外線信号１５を受信するとともに受信した赤外線信号１
５を受信信号に変換する機能を有する。したがって、右ユニット３Ａの外側部には、受信
部１６と対向する位置に受信用窓１８が設けられている。また、受信部１６は、ヘッドバ
ンド４の接続コード収納部に収納される図示しない接続コードによって左ユニット３Ｂに
収納された制御部１９に接続されている。また、電池ボックス１７の電極板は、ヘッドバ
ンド５の接続コード収納部に収納される接続コードによって左ユニット３Ｂに収納された
電源スイッチ２０に接続されている。
【００２２】
ヘッドホンユニット３を構成する左ユニット３Ｂは、内部に、右ユニット３Ａに収納され
たものと同様の受信部１６と、スピーカーユニット６から出力される音量を調節する音量
操作部２１と、受信部１６によって変換された受信信号や音量操作部２１によって切り換
えられた音量調節信号等を制御する制御部１９と、右ユニット３Ａに設けられた電池ボッ
クス１７が接続コードを介して接続される電源スイッチ２０が収納されている。
【００２３】
受信部１６は、右ユニット３Ａに収納される受信部１６と同様に、制御部１９に接続され
、ステレオ再生装置等に備えられる発信ユニットから出力される赤外線信号を受信する。
また、受信部１６は、フォトダイオード等の受信素子によって構成され、赤外線信号を受
信するとともに受信した赤外線信号を受信信号に変換する機能を有する。したがって、左
ユニット３Ｂの外側部には、受信部１６と対向する位置に受信用窓１８が設けられている
。音量操作部２１は、円盤状に形成され、左ユニット３Ｂに設けられた音量調節用開口部
１１から外方に臨ませた状態で制御部１９に回動自在に取り付けられている。
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【００２４】
制御部１９は、略矩形の板状に形成されたプリント基板と、このプリント基板上に実装さ
れている電気素子とを備えて構成されている。制御部１９は、左右ユニット３Ｂ、３Ａに
収納される受信部１６で変換された受信信号を復調し、復調して得たオーディオ信号を右
ユニット３Ａ及び左ユニット３Ｂにそれぞれ取り付けられたハウジング２に供給する。ま
た、制御部１９は、音量操作部２１の操作によって切り換えられた低音、中音、高音用の
音量調節信号を右ユニット３Ａ及び左ユニット３Ｂにそれぞれ取り付けられたハウジング
２に供給する。
【００２５】
電源スイッチ２０は、スイッチ本体２０Ａと操作子２０Ｂとを備えるプッシュ型が用いら
れ、左ユニット３Ｂに設けられた引き出し開口部１０から外方に臨ませる状態で左ユニッ
ト３Ｂの内壁に固定されている。この際に、電源スイッチ２０は、ヘッドパッド５を構成
するベルト部１３の先端平面部１３Ａに対して直交方向に所定間隔を開けて配置された状
態とされる。電源スイッチ２０は、スイッチ本体２０Ａの内部に操作子２０Ｂが収納され
てＯＮ状態となり、スイッチ本体２０Ａの内部から操作子２０Ｂが外方に突出されてＯＦ
Ｆ状態となり、電池ボックス１７に収納される電池１７Ａから制御部１９に対する供給電
流を供給状態や停止状態に切り換える。
【００２６】
また、第１の実施例ヘッドホン装置１は、図６に示すように、ヘッドパッド５を構成する
一方のベルト部１３の先端領域がＬ字状に屈曲され、この屈曲部１３Ｂが左ユニット３Ｂ
に取り付けられる支持軸２２に揺動自在に支持され、屈曲された先端平面部１３Ａに対し
て直交方向に所定間隔を開けて電源スイッチ２０が配設された構成としても良い。
【００２７】
以上のように構成された第１の実施例ヘッドホン装置１は、図７に示すように、頭部に装
着された状態において、ヘッドパッド５を構成するゴム部材１４がヘッドバンド４に近接
される。ヘッドホン装置１は、ヘッドパッド５を構成するバネ部材１２の偏位によってベ
ルト部１３がゴム部材１４から引き出されるとともに、ヘッドホンユニット３に設けられ
た引き出し開口部１０を閉塞した状態とされる。この際に、ヘッドホン装置１は、電源ス
イッチ２０の操作子２０Ｂがヘッドパッド５のベルト部１３の先端平面部１３Ａによって
押圧されるとともにスイッチ本体２０Ａに収納されてＯＮ状態となり、制御部１９に対す
る供給電流が供給される。
【００２８】
また、このヘッドホン装置１は、図８に示すように、頭部から脱離した状態において、ヘ
ッドパッド５を構成するゴム部材１４がヘッドバンド４から離される。ヘッドホン装置１
は、ヘッドパッド５を構成するバネ部材１２の蓄性された弾性力によってベルト部１３が
ゴム部材１４の内部に引き込まれるとともに、ヘッドホンユニット３に設けられた引き出
し開口部１０を開放した状態とされる。この際に、ヘッドホン装置１は、電源スイッチ２
０の操作子２０Ｂがヘッドパッド５のベルト部１３の先端平面部１３Ａによる押圧から開
放されるとともにスイッチ本体１３Ａから突出されてＯＦＦ状態となり、制御部１９に対
する供給電流が停止される。
【００２９】
上述した本発明に係る第１の実施例ヘッドホン装置１によれば、使用者が装着したり脱離
したりする際に、ヘッドパッド５を構成するバネ部材１２の偏位によるベルト部１３の揺
動動作によって電源スイッチ２０がＯＮ状態やＯＦＦ状態となり、電池１７Ａからの供給
電流を供給状態や停止状態に切り換えることができ、電源スイッチ２０の切り忘れによる
電池１７Ａの消耗の防止が図られるとともに、適度な側圧に調整することが可能とされ、
快適な装着感及び装着の長時間化が図られる。また、このヘッドホン装置１は、電源スイ
ッチ２０に対する側圧の影響を考慮することなく、ヘッドバンド４の曲げ強さや撓み量を
設定することが可能とされ、スイッチング動作の確実性が図られる。
【００３０】
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本発明の第２の実施例として示すヘッドホン装置３１は、図９に示すように、基本的な構
成を第１の実施例ヘッドホン装置１と同様とするため、第１の実施例ヘッドホン装置１と
同一部材には同一符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００３１】
第２の実施例ヘッドホン装置３１は、ヘッドパッド５を構成するベルト部１３の先端平面
部１３Ａが左ユニット３Ｂに設けられた引き出し開口部１０に傾斜した状態で差し込まれ
、左ユニット３Ｂの外側部の内壁に固定されている。左ユニット３Ｂは、このベルト部１
３の平面先端部１３Ａが固定された外側部の内壁に板バネ３２の一端部が固定されている
。この板バネ３２は、他端部に第１の電極板３３が取り付けられている。この第１の電極
板３３は、電池ボックス１７の電極板に一端部が接続されている接続コードの他端部と接
続されている。また、ベルト部１３には、板バネ３２に取り付けられた第１の電極板３３
Ａと対応する位置に第２の電極板３３Ｂが取り付けられている。この第２の電極板３３Ｂ
は、制御部１９に一端部が接続されている接続コードの他端部と接続されている。したが
って、第１の電極板３３Ａと第２の電極板３３Ｂとは、電池ボックス１７に収納される電
池１７Ａから制御部１９に対する供給電流を供給状態や停止状態に切り換える電源スイッ
チ３３として構成されている。
【００３２】
以上のように構成された第２の実施例ヘッドホン装置３１は、図７に示すように、頭部に
装着された状態において、ヘッドパッド５を構成するゴム部材１４がヘッドバンド４に近
接される。ヘッドホン装置３１は、ヘッドパッド５を構成するバネ部材１２の偏位によっ
てベルト部１３がゴム部材１４から引き出されるとともに、ヘッドホンユニット３に設け
られた引き出し開口部１０を閉塞した状態とされる。この際に、ヘッドホン装置３１は、
ベルト部１３に取り付けられた第２の電極板３３Ｂが、板バネ３２に取り付けられた第１
の電極板３３Ａに接触されてＯＮ状態となり、制御部１９に対する供給電流が供給される
。
【００３３】
また、このヘッドホン装置３１は、図８に示すように、頭部から脱離した状態において、
ヘッドパッド５を構成するゴム部材１４がヘッドバンド４から離される。ヘッドホン装置
３１は、ヘッドパッド５を構成するバネ部材１２の蓄性された弾性力によってベルト部１
３がゴム部材１４の内部に引き込まれるとともに、ヘッドホンユニット３に設けられた引
き出し開口部１０を開放した状態とされる。この際に、ヘッドホン装置３１は、ベルト部
１３に取り付けられた第２の電極板３３Ｂが、板バネ３２に取り付けられた第１の電極板
３３Ａとの接触から開放されてＯＦＦ状態となり、制御部１９に対する供給電流が停止さ
れる。
【００３４】
上述した本発明に係る第２の実施例ヘッドホン装置３１によれば、使用者が装着したり脱
離したりする際に、ヘッドパッド５を構成するバネ部材１２の偏位によるベルト部１３の
揺動動作によって、第１の電極板３３Ａと第２の電極板３３Ｂとによる電源スイッチ３３
がＯＮ状態やＯＦＦ状態となり、電池１７Ａからの供給電流を供給状態や停止状態に切り
換えることができ、電源スイッチ３３の切り忘れによる電池の消耗の防止が図られるとと
もに、適度な側圧に調整することが可能とされ、快適な装着感及び装着の長時間化が図ら
れる。また、このヘッドホン装置３１は、電源スイッチ３３に対する側圧の影響を考慮す
ることなく、ヘッドバンド４の曲げ強さや撓み量を設定することが可能とされ、スイッチ
ング動作の確実性が図られる。
【００３５】
本発明の第３の実施例として示すヘッドホン装置４１は、図１０に示すように、基本的な
構成を第１の実施例ヘッドホン装置１と同様とするため、第１の実施例ヘッドホン装置１
と同一部材には同一符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００３６】
第３の実施例ヘッドホン装置４１は、左ユニット３Ｂの外側部の内壁に略矩形板状の電極

10

20

30

40

50

(6) JP 3758200 B2 2006.3.22



板取付部４３の一端部が固定されている。この電極板取付部４３は、他端部に第１の電極
板４３Ａが取り付けられている。この第１の電極板４４Ａは、電池ボックス１７の電極板
に一端部が接続されている接続コードの他端部と接続されている。
【００３７】
ヘッドホン装置４１は、可撓性を有する帯状のベルト部４５が図示しないゴム部材で覆わ
れ、このベルト部４５の先端平面部４５Ａに支持軸４６を介して板バネ４７の一端部が回
動自在に取り付けられることによってヘッドパッド４２が構成されている。
【００３８】
ヘッドホン装置４１は、ヘッドパッド４２を構成するベルト部４５の先端平面部４５Ａが
左ユニット３Ｂに設けられた引き出し開口部１０に傾斜した状態で差し込まれ、ヘッドパ
ッド４２を構成する板バネ４７の他端部が左ユニット３Ｂの外側部の内壁に固定されてい
る。また、板バネ４７には、電極板取付部４３に取り付けられた第１の電極板４４Ａと対
応する位置に第２の電極板４４Ｂが取り付けられている。この第２の電極板４４Ｂは、制
御部１９に一端部が接続されている接続コードの他端部と接続されている。したがって、
第１の電極板４４Ａと第２の電極板４４Ｂとは、電池ボックス１７に収納される電池１７
Ａから制御部１９に対する供給電流を供給状態や停止状態に切り換える電源スイッチ４４
として構成されている。
【００３９】
以上のように構成された第３の実施例ヘッドホン装置４１は、図７に示すように、頭部に
装着された状態において、ヘッドパッド４２を構成するゴム部材がヘッドバンド４に近接
される。ヘッドホン装置４１は、ヘッドパッド４２を構成する板バネ４７の偏位によって
ベルト部４５がヘッドホンユニット３から引き出されるとともに、板バネ４７が左ユニッ
ト３Ｂに設けられた電極板取付部４３に接触した状態とされる。この際に、ヘッドホン装
置４１は、ベルト部４５に取り付けられた第２の電極板４４Ｂが、電極板取付部４３に取
り付けられた第１の電極板４４Ａに接触されてＯＮ状態となり、制御部１９に対する供給
電流が供給される。
【００４０】
また、このヘッドホン装置４１は、頭部から脱離した状態において、図８に示すように、
ヘッドパッド４２を構成するゴム部材がヘッドバンド４から離される。ヘッドホン装置４
１は、ヘッドパッド４２を構成する板バネ４７の蓄性された弾性力によってベルト部４５
がヘッドホンユニット３の内部に引き込まれるとともに、左ユニット３Ｂに設けられた電
極板取付部４３から離された状態とされる。この際に、ヘッドホン装置４１は、板バネ４
７に取り付けられた第２の電極板４４Ｂが、電極板取付部４３に取り付けられた第１の電
極板４４Ａとの接触から開放されてＯＦＦ状態となり、制御部１９に対する供給電流が停
止される。
【００４１】
上述した本発明に係る第３の実施例ヘッドホン装置４１によれば、使用者が装着したり脱
離したりする際に、ヘッドパッド４２を構成する板バネ４７の偏位によるベルト部４５の
揺動動作によって第１の電極板４４Ａと第２の電極板４４Ｂとによる電源スイッチ４４が
ＯＮ状態やＯＦＦ状態となり、電池１７Ａからの供給電流を供給状態や停止状態に切り換
えることができ、電源スイッチ４４の切り忘れによる電池１７Ａの消耗の防止が図られる
とともに、適度な側圧に調整することが可能とされ、快適な装着感及び装着の長時間化が
図られる。また、このヘッドホン装置４１は、電源スイッチ４４に対する側圧の影響を考
慮することなく、ヘッドバンド４の曲げ強さや撓み量を設定することが可能とされ、スイ
ッチング動作の確実性が図られる。
【００４２】
本発明の第４の実施例として示すヘッドホン装置５１は、図１１乃至図１２に示すように
、基本的な構成を第１の実施例ヘッドホン装置１と同様とするため、第１の実施例ヘッド
ホン装置１と同一部材には同一符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００４３】
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第４の実施例ヘッドホン装置５１は、ヘッドバンド５２が、偏平な断面コ字状に形成され
た内外２つの部材を互いに側壁を突き合わせるように組み合わせることによって内部に図
示しない接続コード収納部とバネ部材収納部とを有するように構成されている。
【００４４】
また、ヘッドホン装置５１は、ゴム部材５４の両端部に連結された可撓性を有する帯状の
ベルト部５５の両端部が、ヘッドホンユニット３に設けられた引き出し開口部１０に傾斜
した状態で差し込まれた後、左ユニット３Ｂに取り付けられたガイド軸５６によってガイ
ドされ、ヘッドバンド５２のバネ部材収納部に収納されたバネ部材５８によって連結され
ることによってヘッドパッド５３が構成されている。このヘッドパッド５３は、ベルト部
５５がバネ部材５７によってヘッドホンユニット３の内部に引き込まれるように付勢され
ている。
【００４５】
ベルト部５５は、左ユニット３Ｂの内部で引き出し開口部１０の近傍に位置する一方主面
部に、電源スイッチ操作凹部５８が設けられている。この電源スイッチ操作凹部５８は、
ベルト部５５の移動方向の側壁に底面部より開口部が大となるように傾斜されたテーパ５
８Ａが設けられている。ヘッドパッド５３は、ヘッドホン装置５１を頭部に装着した状態
において、バネ部材５７の弾性力に抗してベルト部５５がヘッドホンユニット３から引き
出されてゴム部材５４が頭部に沿って密着する。ヘッドパッド５３は、ベルト部５５の両
先端部をバネ部材５７によって連結したことにより、全体の長さが調整自在であり、頭部
から耳までの個人差による間隔が調整され、ヘッドホン装置５１を頭部に安定した状態で
装着することができる。
【００４６】
さらに、ヘッドホン装置５１は、電源スイッチ２０としてスイッチ本体２０Ａと操作子２
０Ｂとから構成されるプッシュ型が用いられ、左ユニット３Ｂに設けられた引き出し開口
部１０の近傍位置の内壁に固定されている。この際に、電源スイッチ２０は、ヘッドパッ
ド５３を構成するベルト部５５の電源スイッチ操作凹部５８に対して操作子２０Ｂが直交
方向に接触した状態とされる。電源スイッチ２０は、スイッチ本体２０Ａの内部に操作子
２０Ｂが収納されてＯＮ状態となり、スイッチ本体２０Ａの内部から操作子２０Ｂが外方
に突出されてＯＦＦ状態となり、電池ボックス１７に収納される電池１７Ａから制御部１
９に対する供給電流を供給状態や停止状態に切り換える。
【００４７】
以上のように構成された第４の実施例ヘッドホン装置５１は、図１３に示すように、頭部
に装着された状態において、ヘッドパッド５３を構成するゴム部材５４がヘッドバンド５
５に近接される。ヘッドホン装置５１は、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の偏
位によってベルト部５５がヘッドホンユニット３から引き出されるとともに、電源スイッ
チ２０の操作子２０Ｂがベルト部５５に設けられた電源スイッチ操作凹部５８の底面部か
らテーパ５８Ａまでスライド動作される。この際に、ヘッドホン装置５１は、電源スイッ
チ２０の操作子２０Ｂが電源スイッチ操作凹部５８のテーパ５８Ａによって次第に押圧さ
れるとともにスイッチ本体５８Ａに収納されてＯＮ状態となり、制御部１９に対する供給
電流が供給される。
【００４８】
また、このヘッドホン装置５１は、図１４に示すように、頭部から脱離した状態において
、ヘッドパッド５３を構成するゴム部材５４がヘッドバンド５２から離される。ヘッドホ
ン装置５１は、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の蓄性された弾性力によってベ
ルト部５５がヘッドホンユニット３の内部に引き込まれるとともに、電源スイッチ２０の
操作子２０Ｂがベルト部５５に設けられた電源スイッチ操作凹部５８のテーパ５８Ａから
底面部までスライド動作される。この際に、ヘッドホン装置５１は、電源スイッチ２０の
操作子２０Ｂが電源スイッチ操作凹部５８のテーパ５８Ａによって次第に押圧から開放さ
れるとともにスイッチ本体２０Ａから突出されてＯＦＦ状態となり、制御部１９に対する
供給電流が停止される。
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【００４９】
上述した本発明に係る第４の実施例ヘッドホン装置５１によれば、使用者が装着したり脱
離したりする際に、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の偏位によるベルト部５５
のスライド動作によって電源スイッチ２０がＯＮ状態やＯＦＦ状態となり、電池１７Ａか
らの供給電流を供給状態や停止状態に切り換えることができ、電源スイッチ２０の切り忘
れによる電池の消耗の防止が図られるとともに、適度な側圧に調整にすることが可能とさ
れ、快適な装着感及び装着の長時間化が図られる。また、このヘッドホン装置５１は、電
源スイッチ２０に対する側圧の影響を考慮することなく、ヘッドバンド５２の曲げ強さや
撓み量を設定することが可能とされ、スイッチング動作の確実性が図られる。
【００５０】
本発明の第５の実施例として示すヘッドホン装置６１は、図１５に示すように、基本的な
構成を第４の実施例ヘッドホン装置５１と同様とするため、第４の実施例ヘッドホン装置
５１と同一部材には同一符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００５１】
第５の実施例ヘッドホン装置６１は、ベルト部６２の左ユニット３Ｂの内部で引き出し開
口部１０の近傍に位置に、電源スイッチ操作開口部６３が貫通して設けられている。ヘッ
ドホン装置６１は、電源スイッチ６４としてスイッチ本体６４Ａと操作子６４Ｂとから構
成されるスライド型が用いられ、左ユニット３Ｂに設けられた引き出し開口部１０の近傍
位置の内壁に固定されている。この際に、電源スイッチ６４は、ヘッドパッド５３を構成
するベルト部６２の電源スイッチ操作開口部６３に対して操作子６４Ｂが直交方向に差し
込まれた状態とされる。電源スイッチ６４は、スイッチ本体６４Ａに対して操作子６４Ｂ
が一方にスライド動作されてＯＮ状態となり、スイッチ本体６４Ａに対して操作子６４Ｂ
が他方にスライド動作されてＯＦＦ状態となり、電池ボックス１７に収納される電池１７
Ａから制御部１９に対する供給電流を供給状態や停止状態に切り換える。
【００５２】
以上のように構成された第５の実施例ヘッドホン装置６１は、図１３に示すように、頭部
に装着された状態において、ヘッドパッド５３を構成するゴム部材５４がヘッドバンド５
５に近接される。ヘッドホン装置６１は、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の偏
位によってベルト部６２がヘッドホンユニット３から引き出されるとともに、電源スイッ
チ６４の操作子６４Ｂがベルト部６２に設けられた電源スイッチ操作開口部６３によって
一方にスライド動作されてＯＮ状態となり、制御部１９に対する供給電流が供給される。
【００５３】
また、このヘッドホン装置６１は、図１４に示すように、頭部から脱離した状態において
、ヘッドパッド５３を構成するゴム部材５４がヘッドバンド５２から離される。ヘッドホ
ン装置６１は、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の蓄性された弾性力によってベ
ルト部６２がヘッドホンユニット３の内部に引き込まれるとともに、電源スイッチ６４の
操作子６４Ｂがベルト部６２に設けられた電源スイッチ操作開口部６４によって他方にス
ライド動作されてＯＦＦ状態となり、制御部１９に対する供給電流が停止される。
【００５４】
上述した本発明に係る第５の実施例ヘッドホン装置６１によれば、使用者が装着したり脱
離したりする際に、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の偏位によるベルト部６２
のスライド動作によって電源スイッチ６４がＯＮ状態やＯＦＦ状態となり、電池１７Ａか
らの供給電流を供給状態や停止状態に切り換えることができ、電源スイッチ６４の切り忘
れによる電池の消耗の防止が図られるとともに、適度な側圧に調整にすることが可能とさ
れ、快適な装着感及び装着の長時間化が図られる。また、このヘッドホン装置６１は、電
源スイッチ６４に対する側圧の影響を考慮することなく、ヘッドバンド５２の曲げ強さや
撓み量を設定することが可能とされ、スイッチング動作の確実性が図られる。
【００５５】
本発明の第６の実施例として示すヘッドホン装置７１は、図１６に示すように、基本的な
構成を第４の実施例ヘッドホン装置５１と同様とするため、第４の実施例ヘッドホン装置
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５１と同一部材には同一符号を付し、詳細な説明を省略する。
【００５６】
第６の実施例ヘッドホン装置７１は、ベルト部７２の左ユニット３Ｂの内部で引き出し開
口部１０の近傍に位置に、電源スイッチ操作開口部７３が貫通して設けられている。ヘッ
ドホン装置７１は、電源スイッチ７４としてフォトセンサを組み込んだ位置検出型が用い
られ、左ユニット３Ｂに設けられた引き出し開口部１０の近傍位置の内壁に固定されてい
る。この際に、電源スイッチ７４は、ヘッドパッド５３を構成するベルト部７２の電源ス
イッチ操作開口部７３から所定間隔を開けて配置された状態とされる。電源スイッチ７４
は、フォトセンサが電源スイッチ操作開口部７３を検出しない状態とされてＯＮ状態とな
り、フォトセンサが電源スイッチ操作開口部７３を検出する状態とされてＯＦＦ状態とな
り、電池ボックス１７に収納される電池１７Ａから制御部１９に対する供給電流を供給状
態や停止状態に切り換える。
【００５７】
以上のように構成された第６の実施例ヘッドホン装置７１は、図１３に示すように、頭部
に装着された状態において、ヘッドパッド５３を構成するゴム部材５４がヘッドバンド５
２に近接される。ヘッドホン装置７１は、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の偏
位によってベルト部７２がヘッドホンユニット３から引き出されるとともに、電源スイッ
チ操作開口部７３がフォトセンサの位置から他の位置に移動されてＯＮ状態となり、制御
部１９に対する供給電流が供給される。
【００５８】
また、このヘッドホン装置７１は、図１４に示すように、頭部から脱離した状態において
、ヘッドパッド５３を構成するゴム部材５４がヘッドバンド５２から離される。ヘッドホ
ン装置７１は、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の蓄性された弾性力によってベ
ルト部７２がヘッドホンユニット３の内部に引き込まれるとともに、電源スイッチ操作開
口部７３が他の位置からフォトセンサの位置に移動されてＯＦＦ状態となり、制御部１９
に対する供給電流が停止される。
【００５９】
上述した本発明に係る第６の実施例ヘッドホン装置７１によれば、使用者が装着したり脱
離したりする際に、ヘッドパッド５３を構成するバネ部材５７の偏位によるベルト部７２
のスライド動作によって電源スイッチ７４がＯＮ状態やＯＦＦ状態となり、電池１７Ａか
らの供給電流を供給状態や停止状態に切り換えることができ、電源スイッチ７４の切り忘
れによる電池の消耗の防止が図られるとともに、適度な側圧に調整にすることが可能とさ
れ、快適な装着感及び装着の長時間化が図られる。また、このヘッドホン装置７１は、電
源スイッチ７４に対する側圧の影響を考慮することなく、ヘッドバンド５２の曲げ強さや
撓み量を設定することが可能とされ、スイッチング動作の確実性が図られる。
【００６０】
なお、上述した実施例においては、受信部１６を内蔵したヘッドホンプラグが必要ないヘ
ッドホン装置１、３１、４１、５１、６１、７１に適用した例を示したが、その他、ヘッ
ドホンプラグが必要なヘッドホン装置に適用させることができる。
【００６１】
【発明の効果】
　以上詳細に説明したように本発明に係るヘッドホン装置によれば、使用者が装着したり
脱離したりする際に、偏位するヘッドパッドによって電源スイッチがＯＮ・ＯＦＦ状態と
なり、電源部からの供給電流を供給状態や停止状態に切り換えることができ、電源スイッ
チの切り忘れによる電源部の消耗の防止が図られるとともに、適度な側圧に調整すること
が可能とされ、快適な装着感及び装着の長時間化が図られる。また、

このヘッドホン装置は、電源スイッチに対する側圧の影響
を考慮することなく、ヘッドバンドの曲げ強さや撓み量を設定することが可能とされ、ス
イッチング動作の確実性が図られる。
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ヘッドパッドは、ベ
ルト部により長さが調整できるので、ヘッドホンユニット部を耳部に容易かつ確実に位置
させることができる。さらに、



【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る第１の実施例ヘッドホン装置を示す模式図である。
【図２】同ヘッドホン装置を示す斜視図である。
【図３】同ヘッドホン装置を頭部に装着した状態の左ユニットを示す正面図である。
【図４】同ヘッドホン装置の左ユニットを示す側面図である。
【図５】同ヘッドホン装置の左ユニットを示す縦断面図である。
【図６】同ヘッドホン装置の変形例左ユニットを示す要部縦断面図である。
【図７】同ヘッドホン装置を頭部に装着した状態を示す正面図である。
【図８】同ヘッドホン装置を頭部から脱離した状態を示す正面図である。
【図９】本発明に係る第２の実施例ヘッドホン装置の左ユニットを示す要部縦断面図であ
る。
【図１０】本発明に係る第３の実施例ヘッドホン装置の左ユニットを示す要部縦断面図で
ある。
【図１１】本発明に係る第４の実施例ヘッドホン装置を示す斜視図である。
【図１２】同ヘッドホン装置の左ユニットを示す要部縦断面図である。
【図１３】同ヘッドホン装置を頭部に装着した状態を示す正面図である。
【図１４】同ヘッドホン装置を頭部から脱離した状態を示す正面図である。
【図１５】本発明に係る第５の実施例ヘッドホン装置の左ユニットを示す要部縦断面図で
ある。
【図１６】本発明に係る第６の実施例ヘッドホン装置の左ユニットを示す要部縦断面図で
ある。
【符号の説明】
１　ヘッドホン装置
３　ヘッドホンユニット
４　ヘッドバンド
５　ヘッドパッド
６　スピーカユニット
１７Ａ　電池（電源部）
２０　電源スイッチ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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